
市　　　　税�

国 庫 支 出 金 �

都 支 出 金 �

地 方 交 付 税 �

繰 　 入 　 金 �

基 地 交 付 金 �

市　　　　債�

地方消費税交付金�

使用料金及び手数料�

地 方 譲 与 税 �

そ 　 の 　 他 �

民 生 費 �

総 務 費 �

教 育 費 �

衛 生 費 �

土 木 費 �

公 債 費 �

消 防 費 �

議 会 費 �

商 工 費 �

農林水産費�

そ の 他 �
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歳　入� 歳　出�

84億9,946万円（37.6％）�

平成19年度� 平成18年度�

平成19年度　一般会計予算の款別内訳�

32億  620万円（14.2％）�

23億2,004万円（10.2％）�

22億  300万円（9.7％）�

19億3,211万円（8.5％）�

14億  721万円（6.2％）�

7億3,990万円（3.3％）�

6億2,616万円（3.1％）�

4億7,969万円（2.1％）�

1億2,917万円（0.5％）�

10億4,006万円（4.6％）�

国 有 提 供 施 設 等 �
所在市町村助成交付金�

79億4,374万円（35.2％）�

26億     81万円（11.5％）�

44億8,813万円（19.9％）�

22億5,705万円（10.0％）�

25億4,665万円（11.3％）�

12億9,168万円（5.7％）�

9億6,194万円（4.3％）�

2億8,511万円（1.3％）�

   5,836万円（0.2％）�

9,951万円（0.4％）�

    5,002万円（0.2％）�
労働費
諸支出金
予備費

利子割交付金�
配当割交付金�
株式等譲渡所得割交付金�
自動車取得税交付金�
地方特例交付金�
交通安全対策特別交付金�
分担金及び負担金�
財産収入�
繰越金�
諸収入�

歳入合計　225億8,300万円� 歳出合計　225億8,300万円�

（　）内の数字は合計に占める割合
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平成19年度�

予算の概要�

平成19年度�

予算の概要�

一
般
会
計
予
算
の
審
査
か
ら

一
般
会
計
予
算
の
審
査
か
ら�

一
般
会
計
予
算
の
審
査
か
ら�

平成19年度　各会計予算規模�（人口　19.4.1現在　61,071人）�
会 計 区 分 � 前年度比％�市民1人当たりの額�
一 般 会 計 � 225億8,300万0千円�

55億9,358万5千円�
30億1,882万6千円�
26億4,377万2千円�
18億7,263万0千円�
4億1,986万2千円�

361億3,167万5千円�

19年度予算�

特
別
会
計�

総　合　計�

�
3.6�
14.6�
-5.6�
2.3�
-2.9�
0.0�
3.8

36万9,783円�
9万1,592円�
4万9,431円�
4万3,290円�
3万   663円�
6,875円�

59万1,634円�

▲平成19年度一般会計予算起立多数で可決

　
問
　
国
や
東
京
都
に
対
す

る
い
ろ
い
ろ
な
予
算
要
望
運

動
が
こ
の
予
算
に
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
答
　
国
庫
支
出
金
が
厚
生

労
働
省
関
係
で
は
、
介
護
給

付
費
負
担
金
や
自
立
支
援
医

療
費
負
担
金
の
増
な
ど
に
伴

い
、
一
七
八
九
万
九
〇
〇
〇

円
の
増
。
国
土
交
通
省
関
係

で
は
、
拝
島
駅
自
由
通
路
整

備
事
業
費
、
第
二
市
営
住
宅

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業
費

の
増
な
ど
に
伴
い
、
一
億
四

九
四
四
万
三
〇
〇
〇
円
の
増
。

防
衛
省
関
係
で
は
、
新
庁
舎

建
設
事
業
費
の
増
な
ど
に
伴

い
二
六
八
八
万
円
の
増
。
都

支
出
金
は
、
全
体
で
一
億
七

九
一
八
万
九
〇
〇
〇
円
の
増
。

介
護
給
付
費
負
担
金
、
自
立

支
援
医
療
負
担
金
、
市
町
村

総
合
交
付
金
な
ど
が
増
額
と

な
っ
て
い
る
。

　
問
　
税
源
移
譲
と
は
納
税

者
が
国
へ
納
め
る
税
が
減
り
、

市
町
村
に
収
め
る
税
金
が
増

加
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

の
予
算
書
で
は
ど
こ
が
ど
う

変
化
す
る
の
か
。

　
答
　
個
人
住
民
税
の
増
額

分
六
億
八
八
八
四
万
六
〇
〇

〇
円
の
大
半
が
税
源
移
譲
に

よ
る
影
響
額
で
調
定
額
で
は

五
億
七
千
万
円
ほ
ど
。
定
率

減
税
廃
止
の
影
響
も
含
ま
れ

て
は
い
る
が
、
市
民
一
人
当

た
り
で
は
一
万
一
五
三
一
円

の
増
額
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
問
　
情
報
シ
ス
テ
ム
経
費

に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
調
査
等
を
依

頼
し
て
経
費
の
妥
当
性
に
つ

い
て
の
検
証
を
行
う
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

　
答
　
情
報
シ
ス
テ
ム
経
費

が
一
九
年
度
予
算
額
で
四
億

円
を
超
え
、
今
ま
で
外
部
の

専
門
家
に
よ
る
十
分
な
検
証

を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
経
費
の
妥
当
性
に
つ
い

て
の
検
証
を
行
う
こ
と
で
情

報
シ
ス
テ
ム
経
費
の
削
減
や

効
率
的
な
運
用
、
透
明
性
の

確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
一
九
年
度
は
後
期
高

齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム

の
改
良
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

仕
様
書
の
作
成
支
援
や
見
積

書
の
審
査
、
業
者
交
渉
等
を

依
頼
す
る
こ
と
で
適
正
な
コ

ス
ト
で
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
問
　
学
童
ク
ラ
ブ
対
策
は
、

部
課
を
超
え
た
横
断
的
取
り

組
み
を
し
て
い
た
だ
け
る
の

か
。

　
答
　
自
由
に
自
分
の
想
像

性
や
得
意
な
分
野
を
み
つ
け

出
す
こ
と
が
子
ど
も
の
健
全

育
成
に
は
重
要
な
こ
と
で
、

そ
の
た
め
に
は
子
ど
も
た
ち

を
家
庭
で
の
一
人
遊
び
か
ら

集
団
遊
び
に
引
っ
張
り
出
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

が
子
ど
も
広
場
の
最
大
の
目

的
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
が

中
心
と
な
り
地
域
や
家
庭
、

各
関
係
機
関
全
体
が
連
携
し
、

市
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
て

い
き
た
い
。

　
問
　
国
際
都
市
と
し
て
先

進
的
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
る
当
市
だ
が
、
職
員
の
採

用
時
に
何
カ
国
語
で
き
る
の

か
と
聞
く
こ
と
な
ど
も
含
め
、

対
外
国
語
対
策
、
職
員
対
策

と
し
て
外
国
語
研
修
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
答
　
英
語
に
限
れ
ば
市
独

自
の
研
修
は
扱
っ
て
い
な
い

の
で
、
都
市
町
村
職
員
研
修

所
に
今
後
要
望
を
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
全
国
市
町
村

国
際
文
化
研
修
所
に
一
七
年

度
か
ら
一
人
ず
つ
派
遣
し
、

実
用
英
語
コ
ー
ス
の
研
修
を

受
け
て
お
り
、
一
九
年
度
も

実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
方

が
自
立
の
た
め
に
技
能
を
身

に
つ
け
る
支
援
の
、
母
子
家

庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
は

前
年
度
と
同
額
計
上
だ
が
、

人
数
も
同
じ
く
三
人
と
な
っ

た
根
拠
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
答
　
昨
年
度
、
ど
の
ぐ
ら

い
応
募
が
あ
る
か
と
い
う
手

さ
ぐ
り
の
中
で
、
母
子
家
庭

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
は
三

人
計
上
し
、
三
人
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
。
初
年
度
と
し

て
は
ま
ず
ま
ず
か
と
い
う
認

識
を
し
て
お
り
、
口
コ
ミ
に

よ
る
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、

一
九
年
度
は
前
年
度
並
み
は

い
っ
て
欲
し
い
と
い
う
希
望

も
含
め
計
上
を
し
た
。

　
問
　
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
は
文
字
を
送
れ
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
具
体
的
に
は
文
字

を
送
る
よ
う
な
装
置
と
か
電

光
掲
示
板
も
含
め
て
考
え
て

い
る
の
か
ど
う
か
。

　
答
　
例
え
ば
火
災
発
生
時
、

従
来
は
夜
、
当
直
員
等
が
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
自
分
の

声
で
放
送
し
て
い
た
が
、
デ

ジ
タ
ル
化
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

に
打
ち
込
む
と
音
声
変
換
装

置
に
従
っ
て
市
内
放
送
が
さ

れ
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
表

示
機
に
よ
り
市
内
の
聴
覚
障

害
者
世
帯
に
も
対
応
で
き
、

駅
前
等
に
放
送
し
た
内
容
が

文
字
で
見
え
て
周
知
さ
れ
る

な
ど
の
利
用
も
考
え
て
い
る
。

　
問
　
い
ろ
い
ろ
努
力
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
く

学
力
問
題
に
、
経
済
格
差
問

題
は
大
き
く
反
映
す
る
と
思

う
が
、
そ
の
辺
の
見
解
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　
答
　
社
会
学
的
研
究
も
で

き
て
い
な
い
の
で
、
具
体
的

デ
ー
タ
を
持
っ
て
格
差
が
あ

り
や
な
し
や
を
申
し
上
げ
か

ね
る
が
、
行
政
で
持
つ
デ
ー

タ
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
状
況
、

世
帯
数
、
生
活
保
護
受
給
世

帯
等
か
ら
、
仮
に
格
差
が
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
教
育
委

員
会
と
し
て
格
差
に
影
響
さ

れ
る
よ
う
な
学
校
教
育
の
施

策
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
課
題
を
残

さ
ぬ
よ
う
知
恵
出
し
や
努
力

を
し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

国
・
都
へ
の
要
望�

　
　
予
算
へ
の
反
映
は�

税
源
移
譲�

　
　
そ
の
影
響
は�

情
報
シ
ス
テ
ム
経
費�

　
そ
の
妥
当
性
の
検
証
は�

学
童
ク
ラ
ブ
対
策�

そ
の
横
断
的
な
取
組
み
は�

職
員
の�

　
外
国
語
研
修
は�

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練�

促
進
費
の
根
拠
は�

防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化�

そ
の
内
容
は�

学
力
問
題
と
経
済
格
差�

そ
の
見
解
は�

国民健康保険特別会計�
老人保健医療特別会計�
介 護 保 険 特 別 会 計 �
下 水 道 事 業 会 計 �
受 託 水 道 事 業 会 計 �

　
今
定
例
会
に
、
平
成
一
九

年
度
一
般
会
計
予
算
と
特
別

会
計
予
算
を
合
わ
せ
て
三
六

一
億
三
一
六
七
万
五
〇
〇
〇

円
が
提
出
さ
れ
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
、
建
設
環
境
委

員
会
、
市
民
厚
生
委
員
会
に

お
い
て
通
算
六
日
間
に
わ
た

り
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。�

　
平
成
一
九
年
度
の
一
般

会
計
予
算
は
前
年
度
に
比

較
し
て
三
・
六
％
の
増
加

で
あ
り
、
大
規
模
事
業
（
新

庁
舎
建
設
事
業
・
拝
島
駅

自
由
通
路
整
備
事
業
・
福

生
病
院
組
合
建
設
費
負
担
金
）

を
除
い
た
比
較
で
は
、
ほ

ぼ
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
主
に
教
育
費
、

衛
生
費
が
減
少
す
る
一
方
、

児
童
手
当
な
ど
の
児
童
福

祉
費
の
増
加
に
よ
り
民
生

費
が
増
加
し
、
ま
た
、
新

庁
舎
建
設
事
業
に
よ
り
総

務
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
主
に
税
源
移

譲
等
に
よ
る
市
民
税
の
増

加
が
大
き
い
も
の
の
、
財

源
不
足
を
臨
時
財
政
対
策

債
と
い
う
借
金
で
補
う
厳

し
い
財
政
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。


